
　
台
風
21
号

で
起
こ
っ
た

関
西
国
際
空

港
の
タ
ン

カ
ー
接
触
に
よ
る
連
絡
橋
損
傷

と
、
続
い
て
起
こ
っ
た
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
は
、
余
り
に
も

被
害
が
大
き
過
ぎ
た
。
今
後
さ

ら
に
経
済
的
に
も
大
き
な
損
失

が
予
測
さ
れ
る
。
中
で
も
何
故

北
海
道
全
域
の
停
電
に
至
っ
た

の
か
。
一
つ
の
火
力
発
電
所
の

需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
生
じ
、
他
の
火
力
発
電
所
を

全
て
止
め
て
し
ま
っ
た
と
報
じ

ら
れ
る
。
復
旧
に
水
力
発
電
か

ら
の
電
力
供
給
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
も
聞
く
。
本
当
だ
ろ
う
か
。

何
か
見
直
す
こ
と
は
あ
る
は

ず
。
今
の
危
機
管
理
能
力
で

は
、
同
じ
こ
と
が
本
州
等
で
も

発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
▼
内

憂
は
パ
ワ
ハ
ラ
事
件
も
そ
の
一

つ
。
日
大
の
ア
メ
フ
ト
に
は
じ

ま
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン

グ
、
体
操
と
続
く
。
外
患
の
台

風
や
地
震
は
、
相
手
が
自
然
だ

か
ら
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と

も
で
き
な
い
が
、
目
に
見
え
る

も
の
は
そ
れ
な
り
に
対
処
が
で

き
る
は
ず
。
20
歳
の
青
年
や
18

歳
の
少
女
が
テ
レ
ビ
で
堂
々
と

パ
ワ
ハ
ラ
の
実
態
を
訴
え
た
勇

気
に
驚
き
、
大
人
の
ひ
と
り
と

し
て
大
変
恥
ず
か
し
く
思
う
▼

日
本
が
先
進
国
最
悪
の
財
政
状

態
で
苦
し
む
中
、
医
療
費
の
自

然
増
に
苦
闘
し
て
い
る
現
状
に

対
し
、
外
国
人
が
ビ
ザ
を
使
い

高
額
療
養
費
を
爆
使
い
し
て
い

る
状
況
を
な
ぜ
も
っ
と
広
く
知

ら
せ
な
い
の
か
。
厚
労
省
も
問

題
視
し
、
実
態
把
握
に
向
け
た

全
国
調
査
を
始
め
た
。
国
保
の

適
正
運
営
に
つ
な
げ
る
と
し
て

い
る
が
、
わ
が
国
の
内
憂
外
患

が
絶
え
な
い
。 

（
名
）

　
働
き
方
改
革
関

連
法
が
6
月
29
日

成
立
し
た
。

　
こ
の
中
に
は
、

労
働
基
準
法
の
歴

史
的
な
改
革
も
含

ま
れ
る
。
医
師
に
つ
い
て
は
応

召
義
務
な
ど
の
特
殊
性
が
あ
る

た
め
、
適
用
は
5
年
遅
ら
さ
れ

2
0
2
4
年
4
月
か
ら
と
な
っ

た
。
す
で
に
、
厚
労
省
で
は

「
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す

る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
現

在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
法
の
趣
旨
は
長
時
間
労
働
を

是
正
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一

方
で
医
師
に
は
地
域
医
療
を
支

え
る
と
い
う
責
務
が
あ
る
。
長

時
間
労
働
を
避
け
つ
つ
地
域
医

療
を
守
る
と
い
う
相
反
す
る
二

つ
の
事
象
を
成
り
立
た
せ
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

　
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
へ
の
タ
ス
ク

シ
フ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
、
複
数
主
治
医
制
で
の
タ
ス

ク
シ
ェ
ア
等
が
今
後
議
論
の
俎

上
に
載
る
だ
ろ
う
。
若
い
世
代

を
中
心
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

魅
力
的
な
働
き
方
が
提
示
さ
れ

な
け
れ
ば
、
医
師
を
目
指
す
有

能
な
若
者
は
逃
げ
て
い
っ
て
し

ま
う
。

　
働
き
方
改
革
に
限
ら
ず
、
今

般
わ
が
国
で
発
生
し
て
い
る
種

々
の
社
会
問
題
を
み
る
と
き
、

旧
態
依
然
と
し
た
日
本
型
の
労

働
生
産
性
の
低
い
社
会
文
化
が

背
景
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
。
す
な
わ
ち
高
度
成
長

時
代
に
是
と
さ
れ
た
集
団
的
画

一
行
動
が
い
ま
だ
に
幅
を
利
か

せ
、
個
人
プ
レ
ー
は
否
定
さ

れ
、
異
な
る
も
の
は
排
除
さ

れ
、
出
る
杭
は
打
た
れ
、
み
ん

な
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
美
徳
と

さ
れ
、
枠
か
ら
は
み
出
る
者
は

い
じ
め
ら
れ
、
挑
戦
す
る
人
の

足
元
は
す
く
わ
れ
る
。
個
別
の

ニ
ー
ズ
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
昨
今
に
お
い
て
は
、

こ
う
い
っ
た
集
団
主
義
が
ま
と

も
な
成
果
を
も
た
ら
す
と
は
思

え
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
状

況
が
改
善
さ
れ
れ
ば
労
働
生
産

性
は
向
上
し
、
労
働
時
間
は
短

縮
す
る
だ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
の
社
会
に
お
い
て
も

こ
れ
か
ら
は
一
人
ひ
と
り
の
個

性
、
多
種
多
様
な
生
き
方
が
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
師
の
働
き
方
に
関
し
て
も
同

様
で
、
多
種
多
様
性
が
担
保
さ

れ
て
い
る
環
境
に
お
い
て
、
は

じ
め
て
良
き
ア
イ
デ
ア
は
生
ま

れ
、
お
互
い
協
力
し
な
が
ら
地

域
医
療
を
支
え
て
い
こ
う
と
い

う
意
欲
が
湧
く
の
で
あ
る
。
働

き
方
改
革
が
医
師
へ
適
用
さ
れ

る
2
0
2
4
年
は
単
な
る
通
過

点
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
も
制
度

面
、
精
神
面
を
問
わ
ず
改
革
は

続
く
の
で
あ
る
。

医
師
の
働
き
方
改
革

多

種

多

様

性

を

　
協
会
は
こ
の
秋
、
二
つ
の
署

名
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
つ
は
、
2
0
1
6
年
に
も

取
り
組
ん
だ
「
み
ん
な
で
ス

ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
請
願

署
名
。

　
国
は
、
後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
2
割
へ
の
引
き
上
げ
、
受

診
時
の
定
額
負
担
導
入
、
薬
剤

の
自
己
負
担
引
き
上
げ
、
金
融

資
産
等
を
考
慮
に
入
れ
た
負
担

を
2
0
1
8
年
度
中
に
検
討

し
、
結
論
を
得
て
引
き
上
げ
に

踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
4
月
か
ら
は
紹
介

状
な
し
の
大
病
院
受
診
に
お
け

る
負
担
上
乗
せ
対
象
病
院
が
拡

大
、
入
院
時
食
事
療
養
費
、
入

院
時
居
住
費
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
8
月
か
ら
は
高
額
療

養
費
の
限
度
額
引
き
上
げ
、
介

護
保
険
の
3
割
負
担
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
格
差
と
貧
困
の
深
刻
化
の
中

で
、
度
重
な
る
患
者
負
担
増
に

よ
り
経
済
的
事
由
に
よ
る
受
診

抑
制
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

更
な
る
負
担
増
は
こ
れ
に
拍
車

を
か
け
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

り
、
全
国
の
協
会
・
医
会
と
と

も
に
国
会
へ
の
請
願
署
名
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
京
都
難
病
連

と
共
同
し
て
取
り
組
む
「
す
べ

て
の
難
病
患
者
に
医
療
費
助
成

を
」
署
名
。
こ
れ
は
、
京
都
府

と
京
都
市
に
提
出
し
ま
す
。

　
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療

等
に
関
す
る
法
律
が
2
0
1
4

年
5
月
に
成
立
。
そ
れ
ま
で
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
た
指
定
難
病

へ
の
助
成
制
度
が
、
法
制
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ

て
対
象
と
な
る
疾
患
は
大
幅
に

拡
大
し
ま
し
た
が
、
指
定
難
病

で
あ
っ
て
も
重
症
度
に
よ
っ
て

助
成
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
仕

組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
以

前
か
ら
受
給
者
証
を
持
っ
て
い

る
患
者
に
は
経
過
措
置
が
適
用

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
17
年

12
月
31
日
に
終
了
。
多
く
の
不

認
定
患
者
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

　
難
病
は
、
原
因
が
不
明
あ
る

い
は
病
態
の
解
明
が
不
十
分
な

疾
患
で
、
治
療
法
が
未
確
立
の

も
の
、
予
後
を
見
通
す
こ
と
が

難
し
い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
い
ま
軽
症
で
も
い
つ
重

症
化
す
る
か
わ
か
ら
ず
、
急
な

入
院
な
ど
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
え
ま
す
。こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、患
者
の
不
安
は
大
変

大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
署
名
で
、
同
じ
疾
患

な
の
に
重
症
度
で
線
引
き
を
す

る
認
定
方
法
を
あ
ら
た
め
る
こ

と
、
指
定
難
病
の
対
象
外
で
あ

る
希
少
難
病
を
指
定
難
病
に
加

え
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

みんなでストップ！ 患者負担増
すべての難病患者に医療費助成を

国・自治体はリハビリテーション保障の拡充を

患
者
署
名

窓
口
で
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
！

　京都市によるリハセン附属病院廃止から３年。地域包括ケアシステムで重
視されるリハビリ。でも国はリハビリを「抑制」しています。今、リハビリ
は必要な人に保障されているのか！ 関係者・市民がともに考える場です。

日　時 10月26日（金）  午後６時45分～
場　所 ハートピア京都大会議室（地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車５番出口）
資料代　500円

ⅰ　基調報告
ⅱ　京都のリハビリを考える会　2018年版「提言」
ⅲ　リレートーク　京都のリハビリを考える
　　  セラピストから／医師の立場から／患者・当事者の立場から…etc

主　催 京都のリハビリを考える会（事務局・京都府保険医協会）

フォーラム

申込不要
先着100人

症状が急に悪化して入院ということも。症状の波が大きいことが考慮されていません

「運動機能障害」のほかに、「痛み」や「感覚障害」がある疾患なのに運動機能障害だけで重症度が判定されます

重症度よりも適切な治療が受けられているのか、
効果がどのくらいあるのかが大切なはず！

早期発見、早期対応で生活水準を維持すること
が可能です。判断基準を見直して下さい！

◆すべての難病を難病法の指定難病にして下さい
◆重症度で助成対象を判別しないで下さい
◆認定に必要な診断書の作成費用を助成して下さい

年５月に成立した難病新法により、特定疾患治療研究事業として取り扱われてい

た指定難病への助成制度が、法制化されました。この法律によって対象となる疾患は大幅

に拡大しましたが、指定難病であっても重症度によって助成対象から除外される仕組みが

導入され、多くの不認定患者さんを生み出しています。
難病は、原因が不明あるいは病態の解明が不十分な疾患で、治療法が未確立のものも多

く、予後を見通すことが難しいものも少なくありません。いま、軽症でもいつ重症化する

かわからず、患者さんの不安は大変大きいものとなっています。

私たちは、同じ疾患なのに重症度で線引きをする認定方法をあらためること、指定難病

の対象外である希少難病を、指定難病に加えることを求めます。

病状を安定させるために服薬しているのに、その状態で重症度判定？

　協会は、災害の発生により医療施設、
居宅を問わず、被害に遭われた会員に対
して、当会の規定に照らし合わせ見舞金
を支給しています。
　被害を受けられた会員は、協会までご
一報下さい。

台風21号により被災された皆さまに
衷心よりお見舞いを申し上げます

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 9 月 2 5 日 第 3 0 3 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

機
能
強
化
加
算
な
ど
で
ア
ン
ケ
ー
ト 

（
2
面
）

施
設
基
準
適
時
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
⑦ 

（
2
面
）

参
加
記
・
マ
ナ
ー
研
修
で
意
識
が
変
化 

（
6
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

11
月
末
第
１
次
締
切
。
署
名
用
紙
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
院
内
掲
示
用
ポ
ス
タ
ー
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
下
さ
い



　
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
度

か
ら
、
1
カ
月
前
に
送
付
さ
れ

て
く
る
適
時
調
査
実
施
通
知

で
、
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
が「
当
日
準
備
書
類
」だ
。

「
当
日
準
備
書
類
」
の
具
体
的

な
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
適
時
調

査
の
前
日
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
あ
え
て
隠

し
て
お
く
必
要
は
な
い
と
判
断

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
当
日
準
備
書
類
は
、
①
入
院

基
本
料
の
施
設
基
準
に
関
す
る

書
類
一
式
②
入
院
時
食
事
療
養

の
施
設
基
準
に
関
す
る
書
類
一

式
③
基
本
診
療
料
お
よ
び
特
掲

診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
届
出

要
件
に
記
載
さ
れ
た
関
係
書
類

一
式
④
調
査
日
現
在
有
効
な
施

設
基
準
の
届
出
書
（
控
）
一
式

⑤
保
険
外
併
用
療
養
費
お
よ
び

保
険
外
負
担
に
関
す
る
書
類
一

式
―
と
書
か
れ
た
上
で
、
さ
ら

に
事
前
提
出
書
類
と
同
じ
よ
う

に
、
施
設
基
準
ご
と
に
、
具
体

的
な
準
備
書
類
が
箇
条
書
き
に

さ
れ
て
い
る
。

　
前
記
④
は
18
年
度
か
ら
追
加

さ
れ
た
。
18
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
よ
り
、
施
設
基
準
を
届
け

出
る
際
、
以
前
は
届
出
書
類
を

正
副
2
通
提
出
し
て
い
た
が
、

1
通
の
み
の
提
出
に
変
更
さ
れ

た
。
こ
こ
で
誤
っ
て
は
い
け
な

い
の
は
、
提
出
は
1
通
で
あ
っ

て
も
、
同
時
に
写
し
の
保
管
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
④

は
そ
れ
を
指
し
て
お
り
、
適
時

調
査
時
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
施
設
基
準
ご
と
に
示
さ
れ
る

具
体
的
な
準
備
書
類
に
は
、
届

出
時
に
も
提
出
し
て
い
る
届
出

書
様
式
を
求
め
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
当
日
準
備
書
類
を
用
意

す
る
際
、
届
出
時
の
内
容
（
状

況
）
と
現
在
の
内
容
（
状
況
）

と
に
変
更
が
な
い
か
、
変
更
が

あ
る
場
合
施
設
基
準
を
満
た
さ

な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い

な
い
か
、
必
ず
確
認
し
、
何
ら

か
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
場
合

に
は
適
時
調
査
ま
で
に
対
応
し

た
い
。
18
年
度
改
定
で
は
、
単

な
る
担
当
者
変
更
等
で
、
施
設

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に

変
わ
り
が
な
い
場
合
の
変
更
届

は
原
則
不
要
と
さ
れ
た
が
、
次

の
施
設
基
準
は
例
外
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
注
意
し
た
い
。
神

経
学
的
検
査
、
精
密
触
覚
機
能

検
査
、
画
像
診
断
管
理
加
算
、

麻
酔
管
理
料
Ⅰ
の
届
出
医
師
、

Ｃ
Ｔ
撮
影
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影

の
届
出
機
器
。

7
割
が
外
来
受
診
時

定
額
負
担
に
反
対

　
初
診
料
の
機
能
強
化
加
算
の

届
出
状
況
に
つ
い
て
は
、「
届

出
し
た
」
20
％
、「
届
出
し
て

い
な
い
」
78
％
で
あ
っ
た
。
届

出
し
た
8
人
は
、
同
加
算
を
全

員
算
定
し
て
い
た
。

　
機
能
強
化
加
算
は
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
に
係
る
診
療
報
酬

を
届
け
出
て
い
る
医
療
機
関
に

お
い
て
、
専
門
医
療
機
関
へ
の

受
診
の
要
否
の
判
断
等
を
含
め

た
、
初
診
時
に
お
け
る
診
療
機

能
を
評
価
す
る
」
と
し
て
新
設

さ
れ
た
。
同
加
算
の
施
設
基
準

か
ら
考
え
て
、
地
域
包
括
診
療

加
算
、
地
域
包
括
診
療
料
、
小

児
か
か
り
つ
け
診
療
料
、
在
医

総
管（
支
援
診
・
支
援
病
院
に

限
る
）
を
届
け
て
い
る
診
療
所

ま
た
は
2
0
0
床
未
満
の
病
院

が
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て

定
義
さ
れ
る
こ

と
を
ど
う
思
う

か
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
妥
当

で
な
い
」
50

％
、「
判
断
で

き
な
い
」
33

％
、「
妥
当
だ
」

15
％
の
結
果
で

あ
っ
た
（
図

1
）。

　

次
に
、「
骨

太
の
方
針
2
0

1
8
」
が
示
唆

す
る
よ
う
に
、

か
か
り
つ
け
医

い
」
29
％
と
の
回
答
で
あ
っ
た

（
複
数
回
答
）（
図
3
）。

　
賛
成
と
回
答
し
た
5
人
に
理

由
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
ま

ず
か
か
り
つ
け
医
に
か
か
る
べ

き
」「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
は
あ

る
程
度
制
限
す
べ
き
」
が
と
も

に
60
％
、「
患
者
負
担
を
上
げ

る
べ
き
」
20
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
（
複
数
回
答
）。

20
人
の
方
か
ら
回
答
が
あ
っ
た

（
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
9
月
号

（
9
月
25
日
発
行
）
に
掲
載
）。

初
再
診
料
本
体
の
引
き

上
げ
望
む
が
5
割
超

　
初
・
再
診
料
本
体
（
2
0
0

床
以
上
病
院
が
算
定
す
る
外
来

診
療
料
を
含
む
）
は
、
14
年
度

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

改
定
を
除
き
、
近
年
引
き
上
げ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
低
い
評
価
に

抑
え
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
回
妊
婦
加
算
が
新
設
さ
れ
た

が
、
時
間
外
・
深
夜
・
休
日
加

算
、
小
児
加
算
、
小
児
科
特
例

加
算
、
外
来
管
理
加
算
な
ど
も

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
、
初
診
料
の
機
能
強
化

加
算
、
再
診
料
の
地
域
包
括
診

療
加
算
な
ど
、
施
設
基
準
を
満

た
し
て
届
け
出
る
こ
と
が
必
要

な
加
算
を
作
り
、
外
来
を
担
当

す
る
医
療
機
関
に
格
差
を
設
け

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
初
・
再

診
料
の
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か
質
問
し
た
。

　
「
施
設
基
準
を
満
た
し
て
届

け
出
た
医
療
機
関
や
、
一
定
の

条
件
の
場
合
を
評
価
す
る
の
で

は
な
く
、
初
・
再
診
料
本
体
の

評
価
を
引
き
上
げ
る
べ
き
」
53

％
、「
判
断
で
き
な
い
」
28
％
、

「
初
・
再
診
料
本
体
を
引
き
上

げ
る
べ
き
だ
が
、
加
算
等
で
評

価
す
る
方
が
現
実
的
で
、
や
む

を
え
な
い
」
13
％
、「
初
・
再

診
料
は
現
状
程
度
で
良
い
」
5

％
、「
機
能
に
着
目
し
て
引
き

上
げ
る
最
近
の
改
定
方
法
こ
そ

が
相
応
し
い
」
3
％
と
の
結
果

で
あ
っ
た
（
図
6
）。

　
こ
の
質
問
で
、
初
・
再
診
料

引
き
上
げ
を
望
む
26
人
に
、

初
・
再
診
料
本
体
に
つ
い
て
何

点
の
引
き
上
げ
を
要
望
す
る
か

き
い
た
と
こ
ろ
、
中
央
値
で
初

診
料
は
プ
ラ
ス
70
点
、
再
診
料

プ
ラ
ス
30
点
、
外
来
診
療
料
プ

ラ
ス
20
点
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
（
図
7
）。2
0
1
1
年
8
月

の
全
会
員
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
れ
ば
、
中
央
値
で
初
診

料
は
プ
ラ
ス
1
6
8
点
、
再
診

料
は
プ
ラ
ス
58
点
引
き
上
げ
て

ほ
し
い
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
大
幅
引
き
上

げ
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　
協
会
と
し
て
は
、
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
18
年
度
改
定
で
新
設
さ
れ
た

初
診
料
の
機
能
強
化
加
算
は
、

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有
す

る
医
療
機
関
の
初
診
を
評
価
し

か
か
り
つ
け
医
は
一
人

だ
け
に
反
対
7
割

　
か
か
り
つ
け
医
を
一
人
だ
け

に
決
め
て
し
ま
う
よ
う
な
制
度

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
質
問
し

た
と
こ
ろ
、「
反
対
」
68
％
、

「
判
断
で
き
な
い
」
25
％
、「
賛

成
」8
％
で
あ
っ
た
（
図
4
）。

　
患
者
が
傷
病
ご
と
に
専
門
科

の
医
師
を
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
選
択
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
判
断
で
き
な
い
」
38
％
、

「
賛
成
」
35
％
、「
反
対
」
25
％

で
あ
り
、
意
見
が
分
か
れ
た

（
図
5
）。

　
国
の
い
う
「
総
合
的
な
診
療

を
行
う
か
か
り
つ
け
医
」
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

6
月
15
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
2
0
1
8
」
は

「
か
か
り
つ
け
医
の
普
及
を
進

か
る
た
め
に
別
途
自
己
負
担
が

必
要
と
な
る
制
度
は
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
を
否
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
認
め
ら
れ
な
い
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
初
診
料

の
機
能
強
化
加
算
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
、
か
か
り
つ
け
医

機
能
評
価
と
外
来
受
診
時
定
額

負
担
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

め
る
と
と
も

に
、
外
来
受
診

時
等
の
定
額
負

担
導
入
を
検
討

す
る
」
と
明
記

し
た
。
診
療
報

酬
上
の
「
か
か

り
つ
け
医
」
が

定
義
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、

「
外
来
受
診
時

等
の
定
額
負

担
」
導
入
が
具

体
性
を
帯
び
て

き
て
い
る
。

　
協
会
は
「
外

来
受
診
時
等
の
定
額
負
担
」
に

反
対
し
て
い
る
。
国
の
考
え
る

よ
う
な
総
合
診
療
専
門
医
、

「
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ナ
ー
機
能
」

を
担
う
「
か
か
り
つ
け
医
」
に

ま
ず
受
診
し
な
け
れ
ば
、
専
門

科
の
医
師
に
か
か
れ
な
い
、
か

以
外
の
医
療
機
関
の
外
来
受
診

時
に
定
額
負
担
を
求
め
る
こ
と

を
ど
う
思
う
か
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
反
対
」
70
％
、「
判
断
で

き
な
い
」
15
％
、「
賛
成
」
13

％
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

　
反
対
と
回
答
し
た
28
人
に
理

由
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
患

者
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
阻
害

す
べ
き
で
は
な
い
」
68
％
、

「
か
か
り
つ
け
医
と
そ
の
他
の

医
師
に
差
を
設
け
る
べ
き
で
は

な
い
」
57
％
、「
こ
れ
以
上
患

者
負
担
を
増
や
す
べ
き
で
な

シリーズ

施
設
基
準
適
時
調
査

対
策
の

ポ
イ
ン
ト

7

適
時
調
査
当
日
に
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
書
類 

1

図 7  初・再診料について何点の引き上げを要望するか
（図 6 で「引き上げるべき」との回答者を対象）

回答者数 平均値 中央値 最小値 最大値

初 診 料 18 169 70 8 500

再 診 料 17 59 30 3 200

外来診療料 10 40 20 5 100

※ 「引き上げを要望する場合」を前提としているため「0」という
回答は排除した。

図 3   図 2 で反対の理由について

図 4   かかりつけ医を一人だけに決めてしまう制度
について

図 5  患者が傷病ごとに専門科の医師をかかりつけ医
として選択する考え方について

図 6  初・再診料の評価のあり方について

2018年７月西日本豪雨災害に
対する救援募金にご協力を 　

■振込先口座
京都銀行 本店 普通 5232466

■口座名義
 京都府保険医協会　西日本豪雨救援募金
理事長　垣田 さち子
（キヨウトフホケンイキヨウカイニシニホンゴウウ
キユウエンボキン リジチヨウ カキタ サチコ）
※ 京都銀行ＡＴＭからの振込は手数料無料に、京都銀行
以外からの振込は手数料ご負担となります。

　みなさまからの募金は、日本赤十字社を通じて被災
地にお送りする予定です。ご協力のほどよろしくお願
い致します。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答 2.0％
判断できない

33.0％妥当でない 50.0％

妥当だ 15.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

判断できない 25.0％

反対 68.0％

賛成 8.0％

0% 20% 40% 60% 80%

68.0％

29.0％

57.0％

患者のフリーアクセ
スを阻害すべきでは
ない
かかりつけ医とその
他の医師に差を設け
るべきではない

これ以上患者負担を
増やすべきでない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答 2.0％

判断できない 38.0％反対 25.0％賛成 35.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

判断できない
28.0％

初・再診料は現状
程度でよい 5.0％

最近の改定方法こそが相応しい 3.0％
初・再診料本体を引き上げる
べきだがやむをえない 13.0％
初・再診料本体の評価を
引き上げるべき 53.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答 2.0％
判断できない 15.0％

反対 70.0％

賛成 13.0％

図 1  「かかりつけ医」として定義づけられることに
ついて

図 2  かかりつけ医以外の医療機関の外来受診時に
定額負担を求めることについて

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 9 月 2 5 日第 3 0 3 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

代議員月例
アンケート 111

調
査
期
間
＝
2
0
1
8
年
7
月
6
日
〜
20
日　

対
象
者
＝
代
議
員
89
人

回
答
数
＝
40（
回
答
率
45
％
）　

内　

訳
＝
内
科
系
55
％
、
外
科
系
30
％

「
機
能
強
化
加
算
」、 か
か
り
つ
け
医
機
能
評
価
に
つ
い
て

初
・
再
診
料
本
体
の
大
幅
引
上
げ
を



在宅医療点数の改定点や算定にあたっての留意点を分かりやすく解説 !

1 京都市会場

2 南部・北部会場

テキスト　『在宅医療点数の手引』 2018年度改定版（4,000円）
　　　　　※希望者への有料販売（10月上旬発行予定）

日　時　【１回目】10月26日（金） 午後２時～４時30分
 【２回目】10月29日（月） 午後２時～４時30分
場　所　京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ

　保険講習会Ｃ「在宅医療点数の基礎知識」と、京都市内で開催する10月26日・
10月29日の内容を組み合わせた内容となります。ぜひご参加下さい。
テキスト　『在宅医療点数の手引』 2018年度改定版（4,000円）
　　　　　※希望者への有料販売（10月上旬発行予定）

1 木津川市会場
日　時　10月30日（火） 午後２時～４時30分
場　所　木津川市中央交流会館「いずみホール」１階研修室
　　　　（木津川市木津宮ノ内92 ☎0774-72-8800）　※駐車スペースあり
共　催　（一社）相楽医師会
2 福知山市会場
日　時　10月31日（水） 午後２時～４時30分
場　所　福知山医師会館２階講堂
　　　　（福知山市北本町二区35-1 ☎0773-23-6039）　※若干の駐車スペースあり
共　催　（一社）福知山医師会
※ 参加ご希望の方は、グリーンペーパー９月号P.40「参加申込書」にご記入の上、協
会までFAX（075-212-0707）して下さい。申込締切は各説明会開催日の３日前です。

日　時 10月13日（土）午後２時30分～４時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
講　師 滋賀医科大学医学部睡眠行動医学講座特任教授
 滋賀医科大学医学部附属病院睡眠センター長    角谷　寛 氏

コメント：不眠症をはじめとする睡眠障害は生活習慣病とも関連しますが、それに加え
てうつや不安障害などのメンタルヘルスの問題があると頻発します。睡眠障害を診断治
療する際には、特にうつ病などのメンタルヘルスの問題についても考慮しておく必要が
あります。本講演では、不眠症を中心とした睡眠障害について、その診断から治療まで
概説します。睡眠薬の過量服薬との関連などについても触れていく予定です。

※ 日本医師会生涯教育講座　20．不眠　2.0単位（ベンゾジアゼ
ピン受容体作動薬を１年以上連続して同一成分を１日当たり同
一用量で処方した場合、処方料・処方箋料が減算される取扱い
から除外されるための研修となります。奮ってご参加下さい）

※ グリーンペーパー９月号P.37の「申込書」に必要事項を
　ご記入の上、協会までFAX（075-212-0707）して下さい。

不眠症治療の実際
～睡眠と生活習慣病およびメンタルヘルスとの関連～

　基礎的な内容はご理解いただいていることを前提に、改定
のポイントや事例を交えた算定の留意点などを解説します。

　医療機関の経営は、日々の記帳が大切になります。記帳の他、税務や申告の
仕組みなど基本的なことを理解し、経営をご自身で把握・管理できるよう学ぶ
講習会を開催します。新規開業された先生の他、税務のことは税理士に任され
ている先生方のご参加もお待ちしております。

日　時 10月25日（木）午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 山口稔税理士事務所  山口 美賀 公認会計士・税理士
持ち物 筆記用具、電卓
協　賛 有限会社アミス

協会ホームページからも、お申込みいただけます。

　国税通則法の改正を受けて改訂しました。国税通則法
改正の概要、税務調査を受ける上でのポイントやＱ＆Ａ
等、分かりやすく解説していますので、是非ご活用下さい。
　ご利用の場合は、定価1,500円（送料込）で購入いた
だけます。

月刊保団連
『保険医への税務調査』2018年版

協会ホームページからも、お申込みいただけます。

協会ホームページからも、お申込みいただけます。

お申し込み・お問い合わせは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

日　時 10 月 6 日 （土）  
 午後７時～10時（開場：午後６時30分）
場　所 ル・クラブ・ジャズ
 （中京区三条御幸町西北角 ありもとビル２階　☎075-211-5800）

演　奏 篠崎 雅史（ts）トリオ　※ジャムセッションもあります
参加費 会員：5,000円　家族・従業員：6,000円

（軽食付／午後７時～８時30分プロ演奏時フリードリンク／
午後８時30分以降の飲食は各自負担）

※セッション参加ご希望の方はお申し出下さい。
※駐車スペースはありませんので公共交通機関をご利用下さい。
※ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わせの上どうぞ。

先着40人
要申込

ジャズを楽しむ会

第663回 社会保険研究会

「在宅医療点数」説明会

記帳税務講習会

参加費無料
要申込

５年ぶりの改訂

日　時 11月3日（土・祝）• 4日（日）
場　所 長崎原爆資料館ホール（長崎市平野町７番８号　☎095-844-1231）
参加費 医師・歯科医師／5,000円、医療関係者／2,000円
 医・歯学生／1,000円

【１日目】
第１部：被ばく証言
第２部：福島原発「福島第一原発事故から７年～被害の構造を見つめて～」
 　　 齋藤　紀氏（福島わたり病院　医師）
【２日目】
記念講演：核兵器禁止条約の発効で　長崎を戦争による最後の被爆地に
 　　 ティルマン・ラフ氏（IPPNW共同代表／iCAN共同設立者）ら

主　催  第29回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい実
行委員会

第29回反核医師のつどい in 長崎

参加申込締切り
10月5日（金）

参加費無料
先着65人
要申込

参加費
無料
要申込

参加費
無料
要申込

　仕事の進め方や管理の仕方、コミュニケーション方法などについてグループ
ワークを取り入れて学びます。伝える力・視る力・訊く力を身につけ、自ら行
動できるリーダーとして、スキルアップしませんか。

日　時　11月14日（水） 午後２時～４時
講　師 ㈱JAPAN・SIQ協会　谷　洋子氏
参加費 お一人1,000円（当日徴収）
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
協　賛 有限会社アミス

※ 定員に達し次第、締切ります。
定員に達し受付できない場合の
み連絡します。キャンセルされ
る場合は、事前にご連絡下さい。

医院・診療所での接遇マナー研修会

先着60人
要申込

中　級
コース
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45歳から加入（加入期間25年）

70歳から10年確定で受給の場合

月払 10 口加入

約30万円
約3,580万円

年金月額

受給総額

【掛金総額 3,000万円】
80
歳

70
歳

45
歳

利息 約580万円
受給
総額
約
3,580
　 万円

掛金
 3,000万円

他の資金運用商品に比べても
高水準を維持 !

保険医年金
1.259％予定利率

（最低保証利率）
（2018年 9 月 1 日現在） ※17年度実績：1.356％

 三井生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・日本生命・
太陽生命・第一生命

引受保険会社

加入申込
受付期間 9月1日～10月20日まで

※2019年 1 月 1 日付加入

加入
口数

月　払  1 口  1 万円   30口限度 （月30万円）

一時払  1 口 50万円　毎回 40口 （2,000万円）

加入
資格

満74歳までの協会会員
　※月払増口・一時払申込みは満79歳まで

2018年秋の普及期間が開始

※ 上記の積立額は、現在の予定利率で計算しています。短期のご利用では手数料との関係
で積立金が掛金を下回ります。詳しくは、本紙3033号同封の年金パンフレットをご覧
下さい。

※ 詳しくは、本紙同封のパンフレットをご覧下さい。

死亡または高度障害のリスクに備える
たとえば収入保障保険に入っているけど…

遺族に対して保険適用期間終了まで毎月もしくは一時
金で支給するもので、その人のケガや病気での収入を
補填するには不十分です。

入院１日あたり、通院１日あたりで支給
たとえば医療保険に入っているけど…

健康なときの収入をベースに設定されている融資の返
済、リース料の支払い、テナント料支払いなどをカ
バーするには不十分です。

ケガや病気で突然の休業……

所得減少リスクをカバーする
保険として最適です。

収入減を補う保険所得補償保険
万が一、事故やケガ、
病気で「就労不能」状態になったとき
入院中だけでなく自宅療養でも

協会の所得補償保険は医院を維持・継続
していくための費用を補償します

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度

プラス

も
し
も
の
休
業
に
備
え
て
！

台風・集中豪雨の
風水害リスクには
火災保険の休業損害
補償特約がカバー！

協会会員は保険料が割安な集団扱火災保険に
加入できます。損保ジャパン日本興亜と三井
住友海上火災保険の保険をご案内いたします。
（ 6面関連）

保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・医療従事者を取り巻く
リスクに対応できる各種制度をご用意しています。リスク対策は万
全か、いま一度ご確認下さい。

医療機関のリスクを
まるごとサポート

　産業医や学校医等の活動（職務）に係る賠償責任保険
は、嘱託医としての行為のうち、医療行為以外の活動に
おいて不測の事故が生じて損害賠償請求されたことで嘱
託医が被る損害について保険金をお支払いします。
　サイバー保険は、医療機関が業務を遂行するために行
うネットワークの所有、使用、管理、情報メディアの提
供にあたり生じた偶然な事由または情報の漏えいもしく
はそのおそれに起因する損害に対して保険金をお支払い
します［損害賠償金、事故時・事故後の対策等に必要な
費用の補償］。

産業医・
学校医等 嘱託医活動賠償責任保険
医 療 機 関 用 サ イ バ ー 保 険

新規開業資金融資の下限金利を0.3％まで引き下げ、
協会の斡旋手数料無料にて、ご開業を全面的にバック
アップします!!　新規開業をご予定の先生は、この機
会にぜひお申し込み下さい。

金利・手数料優遇
キャンペーン実施中!

利 率 0.3％
斡旋手数料  無 料
限 度 額  1 億円 

期 間

～2019年 5 月
委員会決定分
まで

保険医協会は設備・運転資金をはじめ、子弟教育資
金、自由ローン（使途自由・1,000万円まで無担保）、
住宅ローンなど低利な融資を取り扱っていますので、
お気軽にお問い合わせ下さい。

融資のことも
保険医協会に
ご相談を !

新規開業資金融資

医療行為・医療施設（建物・設備）や
給食に基づく賠償責任

医 師 賠 償 責 任 保 険

介護サービス等に基づく賠償責任

ウォームハート（介護福祉事業者等賠償責任保険）
針刺し事故等への備え、従業員の福利厚生に

針刺し事故等補償プラン
針 刺し 事 故 感 染 症
見 舞 金 補 償 プ ラン

医師・医療機関にとって賠償責任への備えは必
須です。保険医協会の保険は会員のみなさまか
らのニーズにお応えして、多様な補償をご用意
しています。

いつでも加入・型変更ができます

医院の維持・継続に最適 !
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同
一
建
物
居
住
者
で
の
訪
問
診
療
に
つ
い
て

　京都クレジットサービス㈱と提
携しているゴールドカードは、京
都府保険医協会の会員は個人・家
族・法人カードとも年会費は永久
無料です。
　有利な特典も備えております。
ぜひご入会をご検討下さい。

※詳細は本紙に同封している案内チラシをご参照下さい。

ＤＣゴールドカードの
ご案内 年会費 永久無料

医療安全担当者スクール
●テキスト 事例で見る医療安全対策の心得・第Ⅱ章

 「医療安全対策の常識と工夫」
●受講費用 1 万円
●開催日時
　受講回数 ご相談の上、受講者のご希望に沿います

●受講会場　京都府保険医協会

まずは協会にお電話を！　☎075 ‒ 212 ‒ 8877

●講義内容
患者対応法のマスターを目指します。レッスンはテキストの
みでなく、受講者の希望に沿った内容を含めることも可能で
す。例えば、自院で実際に発生した事例を基に、テキストに
沿って分析・評価することもできます。

※ このスクールは、医療
法で定められている医
療安全管理のための職
員研修に代用できま
す。無床診療所の場合
であれば、協会主催の
「医療安全講習会」等
と合わせて参加されれ
ば、年２回程度と定義
されている研修義務が
クリアされます。

申込受付中！救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を
　協会では、医療安全対策の一環として
医療機関向けに除細動のトレーニングに
も対応できる救急蘇生モデルの貸し出し
を行っています。
　院内や院外での除細動器を使った実践
的なCPRトレーニングにご活用下さい。

対　　　象：京都府保険医協会会員
　　　　　　※原則として取りに来ていただける方
期　　　間：10日間（希望多数の場合、早めにご返却いただくことがあります）
貸出モデル：CPR対応訓練用モデル（除細動器の貸出可）
貸　出　料：無料 
申　　　込：京都府保険医協会事務局まで

CPR対応訓練用モデル

貸
出
要
領

　
随
筆
・
詩
・
短
歌
・
写
真
、
な
ん
で

も
結
構
で
す
（
8
0
0
字
程
度
）。
図

書
カ
ー
ド
贈
呈
。
ぜ
ひ
投
稿
下
さ
い
。

会
員
投
稿
募
集
中
！

（
30
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
脳
腫
瘍
摘
出
術
後

遺
症
、
脳
室
内
出
血
後
遺
症
の

リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
、
Ａ
医
療
機

関
か
ら
当
該
医
療
機
関
へ
転

院
。
入
院
当
初
か
ら
気
管
カ

ニ
ュ
ー
レ
を
自
己
抜
去
す
る
傾

向
が
頻
繁
に
認
め
ら
れ
、
一
度

チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
き
た
し
た
こ
と

も
あ
り
、
抑
制
処
置
等
を
行
っ

て
い
た
。
事
故
発
生
直
前
に
当

該
患
者
が
抑
制
、
ミ
ト
ン
を
外

し
て
側
臥
位
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
看
護
師
が
発
見
。
自
己

抜
去
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
、
再
度
、
抑
制
、
ミ
ト
ン
を

施
行
し
た
。
そ
の
際
に
「
ど
ん

な
に
き
つ
く
抑
制
し
て
も
器
用

に
外
し
て
し
ま
う
」
と
カ
ル
テ

に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
看
護
師

が
患
者
か
ら
離
れ
た
50
分
後
、

患
者
が
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
を
自

　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
全
世
界
の
国

民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存

す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認

す
る
」。
こ
の
憲
法
前
文
は
、
戦

争
の
記
憶
が
社
会
に
広
く
共
有
さ

れ
て
い
た
頃
に
は
、
今
と
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
鮮
烈
な
響
き

を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
の

ち
、
原
爆
の
使
用
を

阻
止
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
力
の
中
で
、
多
く

の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
時

を
超
え
世
界
へ
向
け

た
言
葉
が
大
き
な
力
で
あ
っ
た
こ

と
に
疑
う
余
地
は
な
い
。
し
か
し

今
、
そ
の
経
験
、
思
い
を
語
る
こ

と
の
で
き
る
人
々
は
減
少
の
一
途

だ
。
そ
し
て
後
世
へ
、
そ
の
経

験
、
思
い
を
伝
え
残
す
知
恵
と
努

力
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
私
た
ち

に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
、
日
本
、

ア
ジ
ア
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
戦
争

に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
現
憲

法
が
そ
の
戦
渦
を
く
ぐ
り
抜
け
た

と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
れ

ば
、
そ
の
憲
法
を
守
る
に
は
、
そ

の
背
景
を
忘
れ
て
は
な
ぜ
守
る
の

か
が
希
薄
に
な
り
、
守
る
こ
と
は

困
難
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
私

た
ち
に
は
な
ぜ
戦
争
が
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
実

態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た

か
、
そ
れ
に
思
い
を
は
せ
て
次
の

世
代
に
伝
え
る
努
力
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
現
今
の
社
会

状
況
を
見
る
に
つ
け
、
そ
れ
が
希

薄
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

ら
な
い
。
誰
か
が
そ
の
忘
却
を
望

み
、
誰
も
が
忘
れ
た
が
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
多
く
の
中

学
生
は
日
本
と
米
英
が
戦
争
し
て

い
た
と
知
ら
ず
、
真
珠
湾
攻
撃
は

　
Ｑ
、
在
宅
医
療
の
同
一
建
物

居
住
者
複
数
人
に
対
し
て
同
一

日
に
訪
問
診
療
を
算
定
す
る
際

に
、
レ
セ
プ
ト
添
付
を
求
め
ら

れ
て
い
た
「
別
紙
様
式
14
」
が

見
当
た
ら
な
い
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
。

　
Ａ
、
今
次
改
定
に
よ
り
「
別

紙
様
式
14
」
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
レ
セ
プ
ト
摘
要
欄
に

記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
た
、
訪

問
診
療
が
必
要
な
理
由
等
も
不

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
カ
ル
テ
に
は
訪
問
診
療
計

画
、
診
療
内
容
の
要
点
、
診
療

時
間
、
診
療
場
所
の
記
載
が
引

き
続
き
必
要
で
す
の
で
、
ご
留

意
下
さ
い
。

己
抜
去
し
て
心
肺
停
止
と
な
っ

て
い
る
の
を
発
見
。
心
肺
蘇
生

処
置
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
回

復
し
た
が
、
低
酸
素
脳
症
と
な

り
翌
日
に
死
亡
し
た
。

　
患
者
側
は
、
適
切
な
呼
吸
管

理
措
置
ま
た
は
監
視
体
制
を

怠
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
遺
族
に

対
し
て
患
者
の
死
亡
に
関
し
十

分
な
説
明
を
し
な
か
っ
た
と
し

て
、
調
停
を
経
た
後
に
、
訴
訟

へ
と
至
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
患
者
は
集

中
治
療
を
要
す
る
状
態
で
は
な

く
、
深
夜
帯
の
管
理
体
制
を
考

慮
す
る
と
事
故
の
回
避
は
不
可

能
で
あ
り
、
さ
ら
に
遺
族
に
対

し
て
は
十
分
に
説
明
を
行
い
、

カ
ル
テ
記
載
も
あ
る
と
し
て
医

療
過
誤
を
否
定
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

2
年
6
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
を
こ
れ
ま

で
に
何
回
も
自
己
抜
去
し
て
い

る
患
者
に
起
こ
っ
た
医
療
事
故

で
あ
っ
た
。
自
己
抜
去
で
は

SpO
2 

が
70
台
ま
で
一
過
性
に

低
下
し
た
が
、
そ
の
後
の
処
置

に
よ
り
、
速
や
か
に
回
復
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
考

慮
に
入
れ
、
昼
間
は
30
分
に
1

回
、
夜
間
は
1
時
間
に
1
回

と
、
通
常
よ
り
頻
回
に
巡
回
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

で
も
、
自
己
抜
去
の
不
安
を
拭

い
き
れ
な
い
た
め
、
患
者
に
十

分
に
説
明
し
た
上
で
手
足
の
抑

制
も
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
過
、
お
よ
び
患
者
の
意
識

状
態
か
ら
、
こ
う
し
た
対
応
で

問
題
な
く
推
移
す
る
と
考
え
た

よ
う
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
は

不
幸
な
転
帰
を
辿
る
こ
と
と

な
っ
た
。
自
己
抜
去
を
防
ぎ
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
対
応
が

不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。
し
か
し
医
療
機

関
側
は
、
裁
判
で
も
不
可
抗
力

を
訴
え
続
け
、
第
三
者
の
医
師

の
中
に
も
医
療
過
誤
が
な
い
こ

と
を
主
張
す
る
者
が
多
数
い
た

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の

 

自
己
抜
去
を
防
ぎ
切
れ
ず
に
…

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
81

憲
法
と
戦
後

が
、
裁
判
官
は
効
果
が
ほ
と
ん

ど
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、

モ
ニ
タ
ー
等
を
設
置
し
て
い
れ

ば
、
救
命
の
可
能
性
は
0
％
で

は
な
か
っ
た
と
し
て
、
相
当
程

度
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
和
解

を
勧
告
し
て
き
た
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
裁
判
官
の
勧

告
に
応
じ
て
和
解
し
た
。

験
し
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に

は
、
教
育
の
重
要
性
と
と
も
に
、

知
恵
と
工
夫
も
求
め
ら
れ
る
と
思

う
。
例
え
さ
さ
や
か
で
も
、
あ
き

ら
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
憲
法
の
持

つ
理
念
を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
補
足
だ
が
、
最
近
で
は
福
島

原
発
事
故
が
矮
小
化
さ
れ
葬
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
。 

　
憲
法
第
12
条
「
こ
の
憲
法
が
国

民
に
保
障
す
る
自
由
お
よ
び
権
利

は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」

 

（
政
策
部
会
・
飯
田 

哲
夫
）

三
重
県
の
こ
と
と
思
っ
て
い
た
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
、
大
学
生

も
似
た
よ
う
な
も
の
と
の
こ
と
。

同
じ
敗
戦
国
で
、
戦
争
責
任
へ
の

対
処
が
日
本
と
大
き
な
隔
た
り
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
ド
イ
ツ
で
は
、

高
校
生
は
歴
史
の
授
業
で
、
第
2

次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
丸
1
年
間

学
ぶ
そ
う
だ
。

　
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
ヒ
バ
ク

に
関
し
て
記
録
は

学
術
的
な
枠
組
み

を
持
つ
こ
と
が
大

切
と
聴
い
た
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
ヒ

バ
ク
に
し
て
も
、
戦
争
に
し
て
も

体
験
者
が
い
な
く
な
れ
ば
、
追
体
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歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
1
8

8
0
（
明
治
13
）
年
に
重
力
測

定
、
1
8
8
7
（
明
治
20
）
年

よ
り
夏
季
に
限
り
、
中
央
気
象

台
に
よ
っ
て
公
的
観
測
が
開
始

さ
れ
た
。

　
一
方
、
困
難
な
冬
季
の
山
頂

観
測
に
初
め
て
挑
ん
だ
の
は
野

中
到
・
千
代
子
夫
妻
だ
っ
た
。

「
天
気
予
報
が
当
た
ら
な
い
の

は
高
層
気
象
観
測
所
が
な
い
か

ら
だ
。
富
士
山
頂
に
観
測
所
を

つ
く
っ
て
1
年
中
観
測
を
続
け

れ
ば
、
天
気
予
報
は
必
ず
あ
た

る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
国
は

い
き
な
り
あ
ん
な
危
険
な
と
こ

ろ
に
観
測
所
を
建
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
ま
ず
、
民
間
人
が

そ
の
可
能
性
を
実
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」。

　
今
と
真
逆
の
思
考
、
ま
さ
に

明
治
人
の
心
意
気
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
考
え
た
野
中
は

独
力
で
富
士
山
頂
に
気
象
観
測

所
を
建
て
る
決
心
を
し
た
の
で

あ
る
。
1
8
9
5
（
明
治
28
）

年
個
人
資
産
を
投
じ
て
観
測
所

を
建
設
し
た
。
夫
婦
は
過
酷
な

環
境
下
で
観
測
に
あ
た
っ
た

が
、
寒
さ
、
高
山
病
、
脚
気
、

栄
養
不
良
、
睡
眠
不
足
に
さ
い

な
ま
れ
身
体
の
衰
弱
が
限
界
に

達
し
、
生
死
も
危
ぶ
ま
れ
た
中

で
救
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は

当
時
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

　
1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
、

中
央
気
象
台
臨
時
富
士
山
測
候

所
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
が
山
頂

の
通
年
観
測
の
始
ま
り
で
あ

る
。
本
格
的
に
観
測
が
開
始
さ

れ
、
職
員
は
1
班
5
〜
6
人
で

編
成
。
零
下
20
度
、
強
風
と
い

う
悪
環
境
の
も
と
業
務
に
あ

た
っ
た
。
約
3
週
間
ご
と
に
交

代
シ
フ
ト
が
と
ら
れ
た
。

　
山
肌
を
見
せ
る
夏
の
短
い
期

間
に
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
活
躍

候
所
に
運
搬
し
た
。

　
富
士
測
候
所
で
は
2
0
0
4

年
ま
で
有
人
の
気
象
観
測
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
気
象

衛
星
、
気
象
レ
ー
ダ
ー
に
と
っ

て
か
わ
ら
れ
て
い
る
。
山
頂
と

麓
と
の
気
温
差
は
20
度
近
く
、

4
月
で
も
山
頂
平
均
気
温
摂
氏

零
下
8
・
6
度
、
平
均
風
速

11
・
8
ｍ
、
冬
季
の
山
頂
平
均

気
温
は
摂
氏
零
下
10
度
以
下
で

あ
り
、
ち
な
み
に
2
0
1
8

（
平
成
30
）
年
1
月
6
日
23
時

の
山
頂
気
温
は
摂
氏
零
下
20
・

5
度
と
、
冬
季
の
富
士
は
と
て

も
厳
し
い
。

　
登
山
者
に
と
っ
て
命
取
り
に

も
な
る
の
が
落
雷
、
落
石
直
撃

そ
し
て
突
風
・
ア
イ
ス
バ
ー
ン

な
ど
に
よ
る
滑
落
だ
。
冬
の
富

士
山
頂
に
最
も
多
く
登
り
、
20

年
近
く
強
力
を
務
め
て
き
た
並

木
宗
二
郎
氏
は
11
月
風
速
40
ｍ

を
超
す
突
風
に
あ
お
ら
れ
て
5

0
0
ｍ
も
滑
落
し
九
死
に
一
生

を
得
る
経
験
を
し

た
。
冬
の
富
士
山

は
風
を
遮
る
も
の

の
全
く
な
い
危
険

な
山
な
の
で
あ
る
。

　
低
体
温
や
ア
イ

ス
バ
ー
ン
に
よ
る

滑
落
事
故
な
ど
に

よ
り
、
か
つ
て
は

測
候
所
の
殉
職
者

も
出
、
現
在
も
登

山
者
の
痛
ま
し
い

事
故
は
発
生
し
て

い
る
。
1
9
5
6

（
昭
和
31
） 

年
か

ら
2
0
1
3
（
平

成
25
） 

年
の
58
年

間
に
、
山
梨
県
側

だ
け
で
2
9
3
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
冬
季
、
偶
然

撮
影
さ
れ
た
滑
落
事
故
や
、
富

士
を
甘
く
見
た
軽
装
の
登
山
者

救
出
の
動
画
や
写
真
を
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
わ
れ
わ
れ
も
出
発
の
際
、
ガ

イ
ド
よ
り
軽
装
の
外
国
人
2
人

が
昨
日
、
低
体
温
で
運
び
降
ろ

さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
た
。
確
か

に
ズ
ッ
ク
履
き
、
サ
ン
ダ
ル
履

き
、
短
パ
ン
姿
の
外
国
人
が
少

な
か
ら
ず
目
に
つ
い
た
。
野
口

健
氏
の
ブ
ロ
グ
「
厳
冬
期
の
富

士
山
は
時
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
以
上
に

厳
し
く
な
る
。
独
立
峰
ゆ
え
の

凄
ま
じ
い
強
風
。
逃
げ
場
が
な

く
、
表
面
の
雪
面
も
ガ
リ
ン
ガ

リ
ン
に
凍
り
つ
き
、
固
く
な
っ

た
氷
に
は
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
も
充

分
に
は
刺
さ
ら
な
い
。
そ
し
て

山
頂
付
近
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
し

す
る
が
、
冬
道
に
な
る
と
稼
働

せ
ず
、
人
力
の
み
が
物
資
運
搬

の
頼
み
だ
っ
た
。
あ
る
強ご

う
り
き力
な

ど
は
11
月
か
ら
4
月
ま
で
約
6

カ
月
間
、
10
日
に
一
度
、
生
鮮

食
料
品
、
連
絡
用
書
類
、
新

聞
・
雑
誌
、
手
紙
類
な
ど
30
㎏

に
も
な
る
荷
を
担
ぎ
、
五
合
目

か
ら
頂
上
ま
で
6
時
間
か
け
測

　
毎
回
多
く
の
参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

〝
中
級
コ
ー
ス
〞
医
院
・
診
療
所
で
の
接
遇
マ
ナ
ー
研
修

会
を
7
月
26
日
に
開
催
し
た
。
有
限
会
社
ア
ミ
ス
の
協
賛

で
、
15
医
療
機
関
43
人
が
参
加
し
た
。
㈱
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・

Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の
谷
洋
子
氏
を
講
師
に
、
前
半
は
接
遇
マ

ナ
ー
の
基
本
を
中
心
に
、
後
半
は
ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い

て
、
講
義
と
参
加
者
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な

が
ら
研
修
し
た
。
以
下
に
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　
こ
の
度
は
、
研
修
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
貴
重
な

お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
毎
日
、
私
た
ち
の
医
院

に
は
多
く
の
患
者
さ
ん
が
訪
れ

ま
す
。
毎
月
来
ら
れ
る
方
、
初

診
で
家
が
近
い
た
め
に
来
ら
れ

る
方
、
風
邪
を
引
い
て
た
ま
に

来
ら
れ
る
方
と
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
わ
ざ
わ
ざ
私
た
ち
の
医
院

を
選
ん
で
来
ら
れ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
先
生
の
技
術
の
他
、
ス

「
無
意
識
」を「
意
識
」の
行
動
へ

タ
ッ
フ
の
対
応
に
よ
り
、
そ
の

医
院
の
印
象
が
決
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
医
院
に

お
い
て
接
遇
マ
ナ
ー
は
と
て
も

重
要
な
も
の
だ
と
私
は
感
じ
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
改
め
て
自
分
の
接
遇

マ
ナ
ー
が
正
し
い
も
の
か
ど
う

か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
言

葉
遣
い
、
あ
い
さ
つ
、
笑
顔
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
自
分

が
意
識
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
で
き
、
同
じ
言

葉
で
も
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
言

葉
を
始
め
に
入
れ
る
こ

と
、イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
本

気
の
対
応
に
な
る
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
た
ち
が
よ
く

耳
に
す
る
「
ク
レ
ー
ム
」

と
い
う
言
葉
は
患
者
さ
ん

か
ら
の
要
求
で
あ
っ
て
、
苦
情

で
は
な
い
こ
と
、
危
機
管
理
の

一
つ
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
捉
え

る
こ
と
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
に

捉
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
そ
の
際
も
笑
顔

で
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相

手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は

患
者
さ
ん
と
だ
け
で
な
く
、
院

内
の
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　
実
際
に
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手

く
図
れ
て
い
る
と
、
仕
事
も
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
、
患
者
さ
ん
に

も
感
謝
し
て
い
た
だ
け
て
い
る

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
こ
の
度
の
研
修
を
活
か
し

て
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
よ
り

良
い
医
院
に
な
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
一
同
心
掛
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

中
級
・
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
開
く

　
こ
の
間
の
自
然
災
害
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 　

台
風
等
に
よ
る
風
水
害
や
地

震
に
よ
る
損
害
は
、
火
災
保
険

や
地
震
保
険
（
居
住
用
建
物
※

の
み
）
で
補
償
さ
れ
ま
す
。
補

償
対
象
は
「
建
物
」
と
「
家

財
」
で
す
。
加
入
は
両
方
、
い

ず
れ
か
一
方
で
も
可
能
で
す
。

　
風
災
は
火
災
保
険
の
多
く
で

補
償
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
等
の
損

害
（
水
災
）
は
オ
プ
シ
ョ
ン
契

約
で
の
補
償
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
現
在
の
契
約

内
容
を
ご
確
認
下
さ
い
。

　
火
災
保
険
で
「
家
財
」
を
補

償
対
象
に
し
た
場
合
、
屋
根
が

飛
ば
さ
れ
た
こ
と
で
家
屋
内
に

雨
水
が
入
り
、
家
具
や
家
電
が

壊
れ
て
使
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
時
や
、
家
屋
外
で
あ
っ

て
も
、
敷
地
内
に
あ
る
物
置
・

自
転
車
が
壊
れ
た
場
合
も
補
償

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
敷
地
内

に
置
い
て
あ
っ
た
場
合
で
も
、

自
動
車
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
（
自
動
車
保
険
の
車
両
保
険

で
補
償
）。

　
地
震
保
険
は
単
独
で
の
加
入

が
で
き
ず
、
火
災
保
険
と
併
せ

て
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
補
償
対
象
は
地
震
、
噴
火

ま
た
は
津
波
を
原
因
と
す
る
火

災
、
損
壊
、
埋
没
、
流
失
に
よ

る
建
物
や
家
財
の
損
害
で
す
。

地
震
に
よ
る
火
災
損
害
（
建

物
・
家
財
）
は
、
地
震
保
険
で

の
補
償
と
な
る
点
に
ご
留
意
下

さ
い
。

　
保
険
医
協
会
の
会
員
が
協
会

集
団
扱
の
火
災
保
険
に
ご
加
入

の
場
合
は
、
一
般
で
加
入
す
る

よ
り
保
険
料
が
約
5
％
割
安
に

な
り
ま
す
。
契
約
時
は
医
療
機

関
等
ご
都
合
の
良
い
場
所
へ
伺

い
ま
す
。
見
積
だ
け
で
も
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
※
居
住
用
建
物
：
住
居
の
み

に
使
用
さ
れ
る
建
物
、
住
居
と

業
務
使
用
（
事
務
所
・
店
舗
）

の
併
用
住
宅

　
取
扱
保
険
会
社
：
損
保
ジ
ャ

パ
ン
日
本
興
亜
㈱
、
三
井
住
友

海
上
火
災
保
険
㈱

　
取
扱
代
理
店
：
㈲
ア
ミ
ス

　
災
害
に
よ
る
床
上
浸
水
、
住

宅
の
全
半
壊
の
場
合
、
多
く
の

市
町
村
で
災
害
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
各
市
町
村

の
災
害
見
舞
金
の
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
京
都
市

は
各
区
役
所
・
支
所
の
地
域
力

推
進
室﹇
総
務・防
災
担
当
﹈）。

風水害や地震の備えは万全ですか？

市
町
村
が
災
害
見
舞
金
を
支
給

火災保険が割安に加入できます

ま
え
ば
、
凍
っ
た
滑
り
台
か
ら

落
ち
る
よ
う
な
も
の
で
五
合
目

付
近
ま
で
落
ち
て
し
ま
う
こ
と

さ
え
あ
る
」
と
強
い
警
告
を
発

し
て
い
る
。

参
照
：『
雪
炎　
富
士
山
最
後

の
強
力
伝
』
井
ノ
部
康
之
著

（
山
と
渓
谷
社
、
1
9
9
6
）

富
士
山
頂
上
で
の
気
象
観
測
の
歴
史

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
自
己
紹
介

医
療
法
人
社
団 

田
本
内
科
　
能
勢 

尚
代
（
乙
訓
）

接
遇
研
修
に
参
加
し
て

10月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日
（月・祝）

９日
（火）

10日
（水） 労

災

10日
（水）

― ○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

剣
が
峰
に
向
か
う
急
勾
配
の
馬
ノ
背
頂
上
に

あ
る
の
が
旧
測
候
所
、
映
画
に
も
な
っ
た
気

象
観
測
用
レ
ー
ダ
ー
は
取
り
外
さ
れ
富
士
吉

田
市
に
移
築
さ
れ
て
い
る
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